
- 17 -

C a f e n s t r o le

0 .0 0

0 .2 0

0 .4 0

0 .6 0

5
/ 1

7

5
/ 2

4

5
/ 3

1

6
/ 7

6
/ 1

4

6
/ 2

1

6
/ 2

8

濃
度

（
μ

ｇ 学 校 裏 橋

稲 荷 橋

月 ケ 花 橋

 春 日 橋

加 都 良 橋

安 田 川 流 末

P y r im in o b a c - m e t h y l

0 .0

0 .1

0 .1

0 .2

0 .2

5
/1

4

5
/2

8

6
/1

1

6
/2

5
7
/9

7
/2

3
8
/6

8
/2

0
9
/3

濃
度

（
μ

ｇ

学 校 裏 橋

稲 荷 橋

月 ケ 花 橋

 春 日 橋

加 都 良 橋

安 田 川 流 末

D y m ro n

0 .0 0

0 .0 1

0 .0 2

5
/
7

5
/
9

5
/
1
1

5
/
1
3

5
/
1
5

5
/
1
7

5
/
1
9

5
/
2
1

5
/
2
3

5
/
2
5

5
/
2
7

5
/
2
9

5
/
3
1

6
/
2

6
/
4

濃
度

（
μ

ｇ

学 校 裏 橋

稲 荷 橋

月 ケ 花 橋

 春 日 橋

加 都 良 橋

安 田 川 流 末



- 18 -

ピロキロンの流出量（ｇ） ブロモブチドの流出量（ｇ）
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⑥ 島根（農）

斐伊川下流の 75ha の水田群を対象とし、そこからの流出量の把握を主眼として調査が

行われた。調査対象水田群では 6 種類の除草剤が使用されたが、うち使用量の多いモリネ

ートとメフェナセットを調査対象農薬とした。5 月から 7 月上旬まで各調査地点で濃密な

調査を行った結果、水田群からの流出率はモリネート 1.7%、メフェナセット 5.2%と計算

された。

前年も本地区で調査が行われており、メフェナセットの流出率は 5.9%であった。
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⑦ 高知（環境）

仁淀川支流の波介川で水田農薬河川モニタリング調査を、仁淀川河口付近で汽水域モニ

タリング調査を実施した。

波介川流域の水田作付け面積は 285ha で、栽培初期に使用される除草剤ブロモブチド、

ベンスルフロンメチル、クロメプロップ、及び栽培中期に散布されるアゾキシストロビン、

エトフェンプロックス、ジノテフランを調査対象農薬とした。

調査は 4 月から翌年 2 月まで行い、4 ～ 6 月においては高頻度で行った。

河川からの検出は農薬使用時期をよく反映しており、ブロモブチドが最も長期間かつ高

い濃度で検出され、次いでクロメプロップの順であったが、それ以外の農薬は一時的に低

濃度が検出されたのみであった（エトフェンプロックスは全て不検出）。なお、小野橋に

おける測定結果から、ブロモブチドは 14kg が、クロメプロップは 1.5kg が流出したと試

算されている。汽水域では、上流部で一部の農薬が一時的に検出されたが河口付近ではほ

とんど検出されなかった。大雨や潮位変化により底質が入れ替わっている可能性も示唆さ
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れている。
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